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令和７年度 学校運営の概要 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

 
 
 

   校   訓：「 一以貫之 」     
 
   教育目標：自分の力で、自分と周りの人を幸せにする生徒の育成 

 
  目指す生徒像：自ら課題を見つけ、協働的・創造的に問題解決する生徒 

〝自主〟     〝友愛〟    〝創造〟 
『挑戦 challenge』『協働 collaborate』『創造 create』 =３Ｃ人材育成 

     
    目指す学校像：生徒が通いたい学校、保護者が通わせたい学校、教師が働きたい学校 
 

経営方針：『教育は人なり』『教学一如』 
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「確かな学力」「健やかな体」の定着  
☆授業改善の推進 
・「基礎基本の定着」と「わかる・できる」授業づくり 

 ・「教科嫌い」をつくらない教科指導 
 ・「公開授業」推進と「ミニ研修会」の奨励 

☆教育環境の充実 
 ・授業改善の手段としての ICT 機器の有効活用 
 ・個別最適化と協働的な学び 

☆効率的、効果的な体育的活動（部活動運営） 
 ・科学的、医学的知識の習得と豊かな人生につながる指導 
 ・心身の健全な発達と社会性を醸成する活動 
 

「豊かな心」の育成  
 
☆教科、学級経営、特別活動、総合、行事等の相乗効果 
 ・体験活動を通し、自分の頭で考え、自分の足で立つ生徒 
 ・学校生活は「道徳実践の場」「生きる力を育む場」 
 ・誇れる学級づくりと居場所づくりとなる学級経営 

☆「道徳教育」「人権教育」の推進 
 ・道徳の授業力向上と「日常での道徳」の実践 

☆「特別支援教育」の充実 
 ・「インクルーシブ教育」「ユニバーサルデザイン」を意識 
 ・「多様性」「発達障害」への理解促進 

「教職員の資質」の向上  
 めざす教師像:教職に対する情熱と誇り 

       専門的知識とそれを活かす人間力 

★ 校内研修体制の整備 
   ・〝教育のプロ〟としての「専門性」と「感性」 
   ・〝非認知能力〟育成に焦点を当てた生活支援 
   ・研究推進を中心とした教師力向上研修 

★ 人材育成の観点を中心にした組織づくり 
  ・OJTを中心にした教育観の共有と人材育成 
    ・「任せて､支える」育成姿勢で、温かな職場風土を醸成 
 
★ 「コンプライアンス意識」の徹底と働き方改革 

・「諸事徹底」により、誰からも信頼される教師に 
・働きがい（やりがい+働きやすさ）のある職場づくり 

 
★ 安全､安心な学校づくり 
   ・「危機管理能力」と「危機対応能力」を兼ね備えた教師に 
  ・人権感覚に基づく学校（学級）経営 
   ・「報・連・相」の徹底といじめ・不登校への取組強化 

 

   

 

   


